
代
表
質
問

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問

昨
年
11
月
30
日
に
、
令
和
２
年
国

勢
調
査
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
回
の
平
成
27
年
国
勢
調
査
と
比
較
し
て
、

千
葉
県
全
体
の
人
口
は
増
加
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
県
内
の
農
村
部
を
中
心
と
し
た
半

数
以
上
の
自
治
体
が
減
少
傾
向
で
あ
る
と
の

結
果
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
人
口
の
推
移
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
住
民
基
本
台
帳
上
の

人
口
の
推
移
と
な
り
ま
す
が
、
町
村
合
併
当

初
の
平
成
18
年
４
月
１
日
時
点
の
人
口
は
６

万
１
４
３
人
で
、
本
年
２
月
１
日
現
在
の
人

口
４
万
９
３
７
８
人
と
比
較
し
ま
す
と
、
１

万
７
６
５
人
減
少
し
、
17
・
９
％
の
減
少
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

推
測
で
き
る
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
出
生
者
数
と
死
亡
者
数
の
比
較
、
い

わ
ゆ
る﹁
自
然
増
減
﹂の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
か
ら
、

本
年
２
月
１
日
現
在
ま
で
の
累
計
で
、
出
生

者
数
が
４
３
９
２
人
、
死
亡
者
数
が
１
万
１

３
８
１
人
と
な
り
、
自

然
増
減
と
し
て
６
９
８

９
人
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、一
年
あ
た
り

の
比
較
に
つ
い
て
は
、

︻
表
１
︼の
と
お
り
で
す
。

出
生
者
数
は
約
47
・

４
％
の
減
少
、
死
亡
者

数
は
約
11
・
５
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

転
入
転
出
に
よ
る
社
会
増
減
の
推

移
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の
主
な
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
か
ら
、

本
年
２
月
１
日
現
在
ま
で
の
累
計
で
、
転
入

者
数
が
延
べ
２
万
５
８
８
４
人
、
転
出
者
数

が
延
べ
２
万
９
４
８
５
人
で
、転
入
者
よ
り
転

出
者
が
上
回
り
、３
６
０
１
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　

本
市
で
は
、
人

口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、転
入
転
出
の
傾

向
を
調
査
す
る
た
め
、平
成
27
年
度
か
ら
、転

入
ま
た
は
転
出
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
４
０
０
人
を
対
象
と
し
、
郵
送
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
、︻
表
２
︼の
と
お
り
で
す
。

問

高
齢
者
層︵
65
歳
以
上
︶の
人
口

の
推
移
と
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
の
高

齢
者
人
口
は
、１
万
３
２
４
３
人
で
、総
人
口

の
22
・
０
％
で
し
た
。

　

本
年
２
月
１
日
現
在
の
高
齢
者
人
口
は
、

１
万
７
９
６
７
人
と
な
り
、
合
併
当
初
よ
り

総
人
口
が
１
万
７
６
５
人
減
少
す
る
中
で
、

高
齢
者
人
口
は
４
７
２
４
人
増
加
し
、
総
人

口
の
36
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
、脱
炭
素
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
環
境
へ
の
意
識

改
革
が
進
ん
で
お
り
、山
武
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
発
揮
し
や
す
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業

や
結
婚
応
援
事
業
の
ほ
か
、
各
種
の
子
育
て

支
援
や
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
に
よ
る
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
移
住
者
や

出
生
数
の
増
加
に
直
結
す
る
移
住
定
住
施
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
心
や
国
際
空
港

に
近
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
な
ど
、地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
に
さ
ら
に
注
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、持
続
可
能
で
魅
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
記
念
日
の
制
定
に
つ
い
て

問

平
成
18
年
の
町
村
合
併
か
ら
、
丸

16
年
が
経
過
し
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
山
武

市
民
が
一
体
感
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
、﹁
さ
ん

む
﹂と
い
う
文
字
の
響
き
か
ら
、
３
月
６
日

を﹁
山
武
市
の
日
﹂と
し
、
市
民
の
記
念
日

に
制
定
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

千
葉
県
内
に
お
い
て
も
、

千
葉
市
や
成
田
市
な
ど
、
市
民
の
日
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
、一
体
感
を
持
っ
て
、郷
土

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
記
念
日

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
意
義
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、そ
の
目
的
な
ど
、本
市
に
と
っ
て
相

応
し
い
在
り
方
を
含
め
、議
員
の
皆
様
や
、市

新政会 戸
と

村
むら

勝
かつ

敏
とし

議員

 【表１】一年あたりの人数の比較

平成18年度 令和２年度

出生者数 340人 179人

死亡者数 670人 747人

【表２】転入転出に係るアンケート結果
理　由 割　合

転
　
入

家族との同居 20.4％
結婚 16.8％
就職・転職・転勤・入学・進学 19.5％
田舎暮らしを求めて 11.5％

転
　
出

就職・入学 18.6％
転勤 15.5％
結婚 12.4％
生活利便性の向上のため 20.6％
職場・学校が近いため 12.4％
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代
表
質
問・関
連
質
問

通
学
路
の
安
全
整
備
に
つ
い
て

問

戸
村
議
員
の
代
表
質
問
に
お
い
て
、

昨
年
７
月
27
日
の
通
学
路
緊
急
一
斉
点
検
の

実
施
後
、
28
項
目
の
対
策
・
改
善
に
取
り
組

ん
だ
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　

主
な
も
の
と
し
て
、

外
側
線
の
引
き
直
し
、草
木
の
剪
定
、通
学
路

標
識
の
掲
示
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
、用
地

買
収
の
確
認
、ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
た
め
の
道
路

標
示︵
運
転
手
へ
の
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
︶、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
停
止
線
の
引
き
直
し
等
の

路
面
整
備
な
ど
を
計
画
し
、実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
整
備
途
中
の
項
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、完
了
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

今
後
、
ど
の
よ
う
に
通
学
路
の
安

全
性
を
確
保
し
、
ま
た
、
危
険
箇
所
の
点
検

や
改
善
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　
今
回
実
施
し
た
緊
急

合
同
点
検
で
は
、
交
通
量
の
変
化
に
よ
る
危

険
箇
所
の
増
加
や
、老
朽
化
し
た
箇
所
、各
学

校
の
通
学
路
の
変
更
等
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
山
武
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
定
め
て
い
る
合
同
点
検
方
法
を
、

従
前
の
市
内
３
グ
ル
ー
プ︵
①
山
武
、②
成
東
、

③
松
尾
・
蓮
沼
︶に
分
け
て
行
っ
て
い
た
方
法

か
ら
、
市
内
全
体
の
合
同
点
検
を
毎
年
実
施

す
る
方
法
へ
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
学
校
で
は
、安
全
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
児
童
生
徒
の
交
通
に
対
す
る
安
全
意
識

向
上
に
取
り
組
み
、
危
険
箇
所
に
関
す
る
情

報
を
地
域
・
家
庭
・
学
校
で
共
有
で
き
る
よ

う
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問

現
在
整
備
中
の
、
な
る
と
う
こ
ど

も
園
付
近
の
成
東
２
５
９
号
線
道
路
改
良
事

業
や
、
沿
岸
部
か
ら
成
東
総
合
運
動
公
園
へ

向
け
た
避
難
道
路
整
備
事
業
の
う
ち
、
幹
線

道
路
と
の
交
差
点
部
分
で
は
、
通
勤
通
学
の

時
間
帯
に
は
交
通
量
が
多
く
、
信
号
機
の
設

置
が
必
要
と
感
じ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
な
る
と
う
こ
ど

も
園
入
り
口
付
近
の
交
差
点
と
、
東
消
防
署

か
ら
成
東
総
合
運
動
公
園
へ
向
か
う
間
の
幹

線
道
路
と
の
交
差
点
の
２
か
所
に
つ
い
て
は
、

現
地
調
査
の
段
階
で
、市
で
は
、信
号
機
設
置

の
必
要
性
が
高
い
と
考
え
、
千
葉
県
警
交
通

規
制
課
へ
信
号
機
設
置
の
要
望
お
よ
び
交
差

点
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
整
備
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
交
通
量
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
箇
所
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
設
置
さ
れ

る
状
況
で
は
な
い
と
の
回
答
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

問

信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
、市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

追
加
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、再
度
、警
察
と
協
議
を
行
い
、

そ
の
協
議
の
中
で
必
要
と
な
っ
た
交
通
安
全

対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

再
度
、
公
安
委
員
会
の
見
解
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、道
路
管
理
者
だ
け
で
な
く
、関
係

団
体
等
の
多
方
面
か
ら
、
継
続
的
に
信
号
機

設
置
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

高
齢
者
を
は
じ
め
、地
元
の
方
々

が
利
用
す
る
生
活
道
路
の
交
差
点
で
の
事
故

が
、近
年
目
立
ち
ま
す
。市
内
道
路
全
般
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
幹
線
道
路
や
通

学
路
と
同
様
に
、
事
故
の
多
い
生
活
道
路
の

交
差
点
も
優
先
し
て
交
通
安
全
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
内
の
着
色
や
十
字
線
、
巻
き
込
み

線
等
の
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
な
ど
、
視
覚
的
あ
る
い
は
物
理

的
に
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
減
速
さ
せ
る
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
る
手
法
を
用
い
て
、
継
続

的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問

昨
年
７
月
27
日
に
実
施
し
ま
し
た

通
学
路
の
緊
急
一
斉
点
検
後
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　

昨
年
の
通
学
路
緊

急
一
斉
点
検
で
は
、
各
小
中
学
校
か
ら
交
通

量
が
多
い
箇
所
等
の
事
前
調
査
を
行
い
、
関

係
機
関
と
検
討
を
重
ね
、
緊
急
性
が
高
い
危

険
箇
所
と
し
て
選
定
し
た
14
か
所
に
つ
い
て
、

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
策
・

改
善
策
と
し
て
、
28
項
目
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
９
日
に
開
催
し
た
通
学
路
安
全

推
進
会
議
に
お
い
て
、
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

改
善
状
況
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
危
険
箇

所
14
か
所
の
う
ち
６
か
所
、
対
策
・
改
善
策

28
項
目
の
う
ち
22
項
目
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

未
了
箇
所
は
、
本
年
３
月
ま
で
に
完
了
で

き
る
よ
う
、
発
注
済
み
の
箇
所
が
６
か
所
あ

り
、
対
策
・
改
善
策
も
４
項
目
が
終
了
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、残
り
２
か
所
は
、千
葉
県
警
へ
申
請

し
た
案
件
や
用
地
買
収
の
案
件
で
あ
り
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
３
月
に
は
、今
回
の
通
学
路
合

同
点
検
対
策
箇
所
の
対
策
・
改
善
結
果
に
つ

い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
へ

の
情
報
提
供
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

新政会 櫻
さくら

田
だ

基
もと

介
すけ

議員
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